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  夏休み明け初日が台風の影響でお休みになってしまいました。そして翌週も････。「今までこ

んなことなかったな」「まさか、こんなにひどいとは…」と、困惑してしまった方も多かったと

思います。お休みにする選択は難しいものですが、ベターだったなとホッとしています。自然に

は逆らえませんが、今後も、できる準備は工夫しておきたいですね。 

  さて、７月後半から８月いっぱいをかけて、放デイでは、子ども達が通っている学校の先生方

と情報交換をする時間を設けました。学校での姿や先生方の対応の方針等を伺い、あんずでの姿

もお伝えし、非常に充実した時間をいただきました。顔の見える関係を作りながら、真ん中にい

る子どもやご家庭の姿を共有していくことは、お互いが認識を新たにし、変わらないように見え

る日々の中でも、些細な気づきが何かを変えていくきっかけになるなと、手応えを感じています。 

  この経験は、放デイだけでなく、就学前の子ども達への支援にも大いに役立ちそうです。 

   秋に実らせていこうと思います。 

          

—９月 10 月の予定— 

 

9 月 7 日（水） 地域連携日（児童・放デイ共お休みです） 

９月 16 日（金） ST（児童） 

     9 月 29 日（木） ドクターN の医療相談（14～16 時） 

   

 10 月 20 日（木）地域連携日（児童・放デイ共お休みです） 

    10 月 24 日（月） ST（児童） 

      10 月 29 日（土） さぽねっとまつり 

  

＝お知らせ＝ 

≪ドクターN の医療相談≫（児童・放デイ共通） 

＊9 月 29 日（木）は希望者で満員になりました。11 月以降についてご希望されるご家庭は、 

残枠をお問い合わせください。 

 ≪さぽねっとまつり≫ 

  ＊１０月２９日（土）に、あんず＆日向でお祭りを予定しています。出店やゲームコーナーで 

   楽しみたいと思います。詳細は追ってお知らせします。おたのしみに‼ 

 

 ≪いろいろ相談をしたくなったら！≫ 

  ＊秋になると、毎日の生活は果物のように熟してきますが、同時に新たな課題や少し先のこと

（就学、就園、進学、ご家庭の事情等）についてもクローズアップされてくるかと思います。

相談の時間は、随時設けられますので、お気軽にお申し出ください。利用日以外の時間枠で

も可能な範囲でお受けします。 

 

 



 ○児童のページ○ 

バナナクラスの８月あれこれ 

あんずのお休み明け、元気いっぱいで、たくさんのお土産話と笑顔を届けてくれたバナナクラ

スのお友達。みんなのニコニコ笑顔に、私たち職員もワクワクです。 

最近、療育中のかわいいしぐさに、みんなで大爆笑したり、頑張る姿に応援 

の声があふれたり、「クラスがひとつになってきた！」と感じる時間が多くな 

りました。子どもを真ん中にして、お母さん、お父さん、職員、みんなの輪が 

広がり、とてもうれしく思っています。 

秋に向けて、お散歩や遠足など、外に出かける日課も加えられたらいいなと 

考えています。お楽しみに！ 

 

メロンクラスの８月あれこれ 

  さすが！年長男子３人のメロンさん。プールでの水鉄砲に加えて、セミのぬけがら集めにドングリ拾い

など、裏の森を探検しました。炎天下の中、顔を赤くして、汗をかいて遊びましたねえ。 

  ドングリは帽子をかぶっていて、「ラッキーどんぐり」と呼ぶそうです。たくさん拾ってきたラッキー

どんぐりは、他のお友達にプレゼントされました。もらったお友達は、 

呼び名を聞いて珍しそうに眺めたり、大切に箱にしまったり。「あげるよ」 

「ありがとう」の素敵なやりとりと、３人のキラキラの顔が印象的でした。 

その名の通りの、ラッキーどんぐりです☆彡 

 メロン男子たちの心が、キュッと近づいた、素晴らしい８月でした。 

 

○放デイのページ○ 

放デイのひとり言 

夏休みも終わり、いよいよ 2 学期の始まりです。 

学校では運動会の時期であり、まだ残暑の厳しい日中の予行演習で、子ども達も疲れると思 

います。“あんず”が、そんな放課後の時間を心地よく過ごせる場所となればいいなと思います。 

運動といえば、あんずでも活動の時間に身体を動かす機会が多く、特に“ディスクで遊ぼう” 

 は、回数が多いと感じていることと思います。 

先月の“ディスクで遊ぼう”は、フライングディスク競技のうちのアキュラシ—という種目に 

挑戦しました。カラフルなゴールの 1.5m 手前に立ち１回に３枚のディスクを次々に投げます。 

 ディスクがゴールを通過すれば応援している友達から拍手と歓声が。惜しくも不通過のときは、

「惜しい」の声と共にため息が聞こえてきます。一人ひとりが自分のカードを持ち、１回ごとに、

通過しただけのスタンプを押してもらいました。スタンプの数が多かったと喜んだり、スタンプ

の色ばかり気になってしまったりと、いろいろです。でも、それでいいのだと思います。自然に

身体が動いているのですから。 

ホールに響く子ども達の笑い声に元気をもらっています。 

 

※つながりリレーコラムは、今月はお休みです。 

 

 


